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はじめに 
序―１ 本業務の目的 

西尾市では、より利便性の高い公共交通体系の実現を目指して、平成 26年 3月に「西尾市地

域公共交通計画」を策定し、その後、法改正に対応して平成 28 年 6 月に「西尾市地域公共交

通計画―改訂版―（西尾市地域公共交通網形成計画）」を策定しました。 

この計画の中で、西尾地区を中心としたバス交通再編を実施することとしており、現行の六

万石くるりんバスについては、路線バスとの競合改善等の観点から運行経路、バス停の位置、

運行ダイヤ等について見直すこととしています。 

本業務は、西尾地区のバス交通再編を目指して市民及びバス利用者の意見・要望等を把握す

るとともに、バス交通再編方針(案)の作成を目的として実施するものです。 

 

序―２ 本業務の対象範囲 
本業務は、主として西尾地区を対象とする。 
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１ 西尾地区の概況と公共交通の現況 
１－１ 西尾地区の概況 
（１）西尾市の人口特性 

国勢調査による平成 27年（2015年）の本市の人口は 167,990人で、平成 22年（2010年）と

比べると約 2,700人の増加となっています。 

近年は人口の増加率は鈍化してきており、まもなく減少局面に転換すると推計されています。 

高齢化率は、平成 27年（2015年）では 23.9％ですが、7年後の 2022年には 26.7％と予想さ

れています。高齢者人口は、40,211人から 43,500人に、約 3,300人増加すると推計されてお

り、急激な高齢化が見込まれています。 

 

■人口・世帯数の推移と推計（実績値は国勢調査より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年齢 3区分別人口割合            
 

資料：平成 22、27年（2010、2015年）は国勢調査、2022年は第 7次西尾市総合計画後期計画 
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（２）地区別の人口特性 
地区別の人口推移をみると、一色、吉良、幡豆地

区が減少傾向にある中で、西尾地区は人口増加が続

いています。 

西尾地区の中では、西尾、平坂の人口の伸びが大

きくなっています。 

 

 

 

 

 

■地区別人口の推移 

 

 

         
 

■西尾地区人口の推移          
■ 地区図 

資料：西尾市資料（住民基本台帳人口、各年 4月 1日現在） 
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（３）西尾市の通勤・通学流動 
西尾市在住者の通勤・通学先は市内が 65.8％を占めており、市外への流出は西尾市に隣接す

る安城市、碧南市、岡崎市や名古屋市などが多く、通学については名古屋市が最も多くなって

います。市内への流入も岡崎市、安城市、碧南市が多くなっています。 

 

■流出人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■流入人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※不詳があるため、合計が 100％にならない 

※不詳があるため、合計が 100％にならない 

資料：平成 27年国勢調査 
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１－２ 公共交通の現況 
（１）概況 

西尾市内の公共交通は、市域を南北及び蒲郡方面に連絡する鉄道(名鉄西尾・蒲郡線)を軸に、

その西尾駅を中心に路線バス（名鉄東部交通 4 路線）が運行され、これを補完するかたちで、

ふれんどバス、六万石くるりんバス、いっちゃんバス及び市内全域をカバーするいこまいかー

を運行しています。また、佐久島に渡船を運航しています。  
■鉄道及びバス路線網 
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（２）鉄道 
新安城駅から吉良吉田駅までを結ぶ名鉄西尾線が市内を南北に走り、吉良吉田駅から蒲郡駅

までを結ぶ名鉄蒲郡線が吉良・幡豆地域を通っています。 

平成 16年に名鉄三河線の碧南駅から吉良吉田駅までの間が廃止され、現在、一色地域には鉄

道は運行していません。また、平成 18 年に西尾線の鎌谷駅と三河荻原駅が廃止され、西尾・

吉良地域での公共交通アクセスが低下しました。さらに、平成 23 年の名鉄ＩＣカード導入時

には、蒲郡線へ導入は行われず、吉良吉田駅の西尾線とは完全に切り離された運行となってい

ます。 

西尾市内の鉄道利用者数は、平成 19年度を境に増加傾向となっています。平成 29年度の名

鉄西尾・蒲郡線の輸送人員は約 339万人ですが、目標の 346.2万人には達していないので、今

後とも利用を促進する必要があります。 

 

 

■鉄道輸送人員等の状況（西尾・蒲郡線（西尾～蒲郡）の概況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：名鉄西尾・蒲郡線対策協議会、名古屋鉄道 
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（３）バス 
西尾市内には、次のバス（乗合タクシーを含む）が運行されています。 

以下では、西尾地区を運行している名鉄東部交通バス、ふれんどバス、六万石くるりんバス、

いこまいかーの利用実態を整理します。 

 

■ 市内のバス 

分類 概要 路線名称 主な運行区間 大人運賃 
名鉄東部交通

バス 

西尾駅を発着点と

して市内及び岡崎

市を運行する民間

路線バス。 

 

岡崎西尾線 

（三和経由） 

西尾駅～西尾市民病院～ 

三和地区～岡崎駅 

170円～ 

680円 

岡崎西尾線 

（室場経由） 

西尾駅～室場地区～岡崎駅～

名鉄東岡崎駅 

170円～ 

800円 

一色線 

一色さかな広場～ 

一色町公民館～福地駅～ 

西尾駅～西尾市民病院※１ 

170円～ 

570円※２ 

平坂中畑線 
平坂・中畑地区～西尾駅～ 

西尾市民病院※１ 

170円～ 

340円※２ 

寺津線 
寺津地区～西尾駅～ 

西尾市民病院※１ 

170円～ 

390円※２ 

ふれんどバス 

廃止となった名鉄

三河線の代替バス

として碧南駅から

吉良吉田駅の間を

運行している。 

― 

吉良高校～吉良吉田駅～ 

一色・寺津・平坂地区～ 

碧南駅～碧南高校 

18歳以上

200円 

18歳未満

（高校生

含む） 

100円 

六万石 

くるりんバス 

西尾駅を発着点と

して市内を循環す

るコミュニティバ

ス。 

市街地線 
西尾駅～鶴城・米津地区～ 

西尾駅 
100円 

東廻り線 
西尾駅～三和・室場地区～ 

西尾駅 
100円 

西廻り線 
西尾駅～福地・平坂地区～ 

西尾駅 
100円 

いっちゃん 

バス 

一色地区内を循環

するコミュニティ

バス。地域の皆さ

んが自ら運行ルー

ト等を決定した。 

― 

一色町公民館～大宝橋～ 

いきいき健康プラザ～ 

一色高北～池田～松木島～ 

佐久島行船のりば～ 

一色町公民館 

100円 

いこまいかー 

電話予約により、

自宅から最寄りの

駅またはバス停ま

でを運行するデマ

ンド型乗合タクシ

ー。 

― 市内全域 300円 

※１：一部は総合体育館西尾東高校前まで運行 

※２：西尾市民病院までの運賃 
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① 名鉄東部交通バス 
名鉄東部交通バスは、以下の 4路線 5系統が運行されており、利用者数は年間約 53万人で増

加傾向です。なかでも一色線の増加率が高く、佐久島への観光利用増によるものと思われます。

他の路線は横ばい傾向です。 

 

■名鉄東部交通バス利用者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前年 10月～当年 9月期間 
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②ふれんどバス 
ふれんどバスの利用者数は年間約 30万人であり、増加傾向です。 

通勤定期、通学定期、定期外のそれぞれが増加しています。  
■ふれんどバス利用者数の推移       

※前年 10月～当年 9月期間 
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③六万石くるりんバス 
ア 利用者数の推移 
平成 29年度の六万石くるりんバスの利用者数は、西廻り線約 4万 6千人、市街地線約 3万 6

千人、東廻り線約 3万 4千人、合計で約 11万 6千人となっており、増加傾向です。 

1日あたり 324人が利用しています。 

 

■六万石くるりんバス利用者数の推移                     ※各年 4月～翌年 3月期間 



11 

イ 便別利用者数 
平均の便別利用者数は下図のとおりであり、朝から夕方まで平均して利用されています。 

 

■平均便別利用者数（平成 29年度）                       
※平成 29年 4月～平成 30年 3月期間 
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ウ 停留所別利用者数（乗車人員） 
路線別の停留所利用者数は下表のとおりであり、鉄道駅、公共施設、病院などの利用が多く

なっています。 
 

 

■停留所別乗車人員（平成 29年度）    
※平成 29年 4月～平成 30年 3月期間 
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④いこまいかー 
いこまいかーは、バスが運行されていない白浜、荻原、津平での利用が多く、利用のある地

区と全く利用のない地区に分かれています。 

 

 

         
■いこまいかーの延利用者数（平成 30年度）   ■地区別延利用者数 

※平成 29年 10月～平成 30年 9月期間 
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（４）バス交通の費用負担 
市内のバス交通（いこまいかーを含む）は、年間約 94万人（平成 29年度）に利用され、通

勤・通学、買物及び通院などの移動にとって重要な役割を担っています。 

運行経費は、利用者からの運賃のほか、国、県、沿線市の負担金や補助金でまかなわれてい

ます。バス運行に対する西尾市の費用負担は、それぞれのバス交通を合わせて年間約１億 2千

万円であり、利用者１人あたり 129円、市民一人あたりでは年間約 700円を負担していただい

ていることになります。 

 

■公共交通の負担額等の状況 （単位：円） 
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（５）公共交通網とサービス圏域 
鉄道及びバス路線（いこまいかーを除く）のサービス圏域（駅から 1㎞以内、バス停から 300

ｍ以内に設定）と人口分布を重ねてみると下図のようになります。 

鉄道及びバスの利用が不便な地域では、いこまいかーによる対応となっています。 

 

■公共交通網とサービス圏域 

 
【設定条件】 

・人口：500ｍメッシュ（Ｈ27国勢調査） 

・サービス圏域：駅から 1km以内 

バス停から 300ｍ以内 

 


